
麻生区区民会議 第３回全体会議 議事要旨 

 

      

１ 開催日時 平成２３年２月２４日（木）午後３時００分～午後４時２５分 

 

２ 開催場所 麻生区役所第１会議室 

 

３ 出席者  [区民会議委員] 

天野委員、飯塚委員、植木委員、魚本委員、大髙委員、金光委員、 

鴨志田委員、菅原委員、髙瀨委員、竹市委員、武濤委員、田中委員、 

東川委員、福田委員、柳島委員、山崎委員 

（欠席）石井委員、梶委員、勝田委員、土井委員 

       [参与] 

尾作参与、山崎参与 

        （欠席）雨笠参与、伊藤参与、勝又参与、花輪参与、山口参与、 

相原参与、吉田参与 

       [区役所] 

        磯野区長、渡辺副区長、間中区民サービス部長、檀市民税担当部長、 

        月本保健福祉センター所長、木下保健福祉センター副所長、 

中山こども支援室長、黒田道路公園センター所長、原橋総務課長、 

入口地域振興課長 

       [事務局] 

安生企画課長、阿部企画課担当係長 

 

４ 傍聴者  １人 

 

５ 議 事 

（１）地域交流・文化部会の検討経過報告及び意見交換について 

  【報告事項】（竹市地域交流・文化部会長より） 

  ・調査審議課題を整理し、メインテーマとサブテーマを決定した。 

    ①高齢者・障がい者などが暮らしやすい環境づくり    

     ～地域で支え合うコミュニティシステムづくり 

    ②区民が主体となって進める芸術・文化のまちづくり 

     ～しんゆり芸術のまちづくりの推進  

～区制３０周年に合わせた区民参加の地域づくり 

  ・高齢者の問題が多数出たことから、まずは高齢者の問題について、市の取組や社会 

福祉協議会の取組などを勉強した。社会福祉協議会で行っている、ささえ合い事業 

を具体的に審議調査している。 

  ・アルテリッカしんゆりへ協力するとともに、情報発信等の整理を行っていく。 

  ・区制３０周年への協力・支援を積極的に検討していく。 

  【補足説明】（地域交流・文化部会委員より） 

参考資料２ 



  

・アルテリッカしんゆりへの支援については、麻生区文化協会と区こども支援室が中 

心となって、公私立１３保育園に協力してもらい、開催期間中、新百合２１ホール 

自由通路に子どもたちの絵画を展示することになった。 

  ・市自治基本条例に基づいて、区民会議が事業の主体になるのではなく、モデル事業 

などは地域活動へ引き継いでいくことを確認した。 

 

（２）環境・緑化部会の検討経過報告及び意見交換について 

  【報告事項】（福田環境・緑化部会長より） 

  ・調査審議課題を絞り込み、テーマを仮称ではあるが設定した。 

次回の部会で固める予定である。 

    ①（仮称）循環型のまち・生ごみリサイクル 

    ②（仮称）グリーンアップ・里山ボランティア 

  ・市のごみ減量対策や生ゴミリサイクル、里山ボランティア活動状況などについての 

勉強会を開いた。また、里山カフェ塾などにも参加し、活動団体の方と意見交換を 

した。 

  ・「環境家計簿」は市のエコチャレンジ事業ですでに取り組む予定となっており、 

「農」については短期間での取り組みが難しいため、今回のテーマからはずした。 

  ・「エコのまち麻生」啓発用パンフレットを作成中で、活用方法や広報などについて 

は次回部会で決定していく。 

【主な意見】 

 ・「エコのまち麻生」パンフレット作成にかかるコストはどうなっているのか。 

→ 区の予算で現在業者に委託しており、経費は４０万円ほどである。 

  ・市の道路公園センターが関わる、「公園運営協議会」を核としたコミュニティづく 

りについて、その活動内容や連絡先、参加方法など一覧にして載せてみてはどうか。 

   → 参考意見として、次回部会で検討する。 

 

（３）企画部会の検討経過報告及び意見交換について 

  【報告事項】（金光企画部会長より） 

  ・広報・広聴活動についての取り組み・変更事項について。 

    ①区民会議開催後に、企画部会委員が中心となって区民会議ニュースを発行する。 

    ②提案箱の設置位置を区役所２階資料コーナーの閲覧机に変更する。 

    ③会議傍聴者へのアンケート用紙にＦＡＸ番号を入れ、後日の提出を可能とする。 

  ・第３期区民会議の全体テーマについて、各部会の取り組み内容や方向性も固まって 

きたことから検討を行った結果、第１・２期から引き続き『心が響きあう地域づく 

り』としてはどうか。 

【主な意見】 

 ・全体テーマについて、『人と人と手をつなぐ地域づくり』はどうか。 

  ・「心が響きあう」というよりも、お互いに深く関わり合うというイメージがよい。 

  ・全体テーマについて、急に意見を求められても出てこないから、後でメール等で 



  

   各委員から意見を提出してもらい、企画部会で再度検討してはどうか。 

  ・「心が響きあう」とは、「心がつながる」ことを指し、「手をつなぐ」、「お互い 

   協力しあう」ことに繋がると思う。 

  ・「テーマ」というより、「標語」のように親しみやすいものがよいと思う。 

【決定事項】 

  ・全体テーマについての意見を再度募集し、次回企画部会で検討してもらう。企画部 

会で検討、とりまとめた案をもとに、次回第４回の全体会議で、第３期の全体テー 

マを決定したい。 

    

議事とは別に、「その他」事項として、以下の報告・決定と意見提出があった。 

（４）区民会議交流会について 

  【報告事項】（金光企画部会長より） 

  ・３月１９日、自治推進フォーラムの分科会の一つとして、区民会議交流会（以下、 

「交流会」とする）が開催される。麻生区からは、武濤委員、金光委員、福田委員 

の３名が参加する。その他の委員も傍聴として積極的に参加してほしい。 

  【主な意見】 

  ・交流会の日までに、区としての全体テーマが決まっていなくても大丈夫なのか。 

  ・麻生区区民会議として、全体テーマをどのように捉えるのかの確認が必要である。 

  ・交流会においては、現在麻生区では全体テーマを検討中としてもよいのではないか。 

  ・交流会では、全体テーマに触れなくてもよいのではないか。 

 → すでに交流会で扱う個別テーマを提出しており、麻生区からも候補は提出済み 

   である。パンフレットにもあるように、「町内会・自治会や市民活動団体など 

と協働した取組」、「区民会議の提案が地域で広がるための方法について」を 

主に話し合うことになると考えられる。 

 

（５）第４回麻生区区民会議開催日程について 

  【報告事項】（事務局より） 

  ・第４回区民会議は５月下旬でただいま検討している。市議会日程が判明し次第、調 

整を行い、事務局からは４月以降に連絡したい。 

 

（６）「区制３０周年記念事業実行委員会」「あさお福祉計画推進会議」への委員推薦 

  ・「区制３０周年記念事業実行委員会」、「あさお福祉計画推進会議」それぞれの役 

割、任期などを事務局から説明した。 

  【決定事項】 

  ・「区制３０周年記念事業実行委員会」には、武濤委員長を推薦する。 

  ・「あさお福祉計画推進会議」には、植木委員を推薦する。 

 

  ・参与からの助言 

  ・区長からあいさつ 


